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渡航計画の概要 Outline of the travel plan 

2025 年 10 月 1 日から 24 日にかけて、流水棲昆虫の多様

性調査のため、ペルー共和国に滞在した。南部のクスコ県パ

ウカルタンボ、北部のカハマルカ県ラ・フロリダ並びにサン・

マルティン県タラポトでの調査を行った。調査対象は山地渓

流や滝に生息する双翅目昆虫のアミカ科であった。この昆虫

のペルーにおける最近の知見はほとんどなく、今回の渡航で

は、１）ペルーのアミカ科の多様性を調べること、２）アミ

カ科全体の進化史を明らかにするための南米固有系統の標

本を採集することを主要な目的としていた。 
 
成果 Outcome 
訪問した 3 地域すべてでアミカ科昆虫を採集することが

できた。合計 858 個体の標本が得られた。得られた標本のほ

とんどは幼虫あるいは蛹であった。成虫は種名を確定するた

めに非常に重要であるが、寿命が短く羽化時期も限られる種

が多いため、幼虫・蛹に比べると採集が困難なことが

多い。今回は幸運にもラ・フロリダで成虫も採集する

ことができた。現地では顕微鏡等の設備を利用できな

かったためまだ標本を精査できていないが、これらの

標本には複数の種が含まれている可能性が極めて高

い。 
 
今後の展望 Prospects for the future 
現在標本はペルー国外輸出手続きのため手元にない

が、手元に戻り次第種名の確定と分子系統解析のため

の実験を実施し、得られた成果は投稿論文として公表する。 

まだ種名の確定していない未知のアミカ科が多く存在すると考えられる南米大陸において、

その系統分類学的基盤を整備しつつ、渓流環境に高度に適応したこの特異な昆虫の進化史を解

明するべく、来年度以降も調査を継続していきたいと考えている。 
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